
日々開発されるケーブルテレビ関連機器などを、実際に検証
しながらチェック！ 実用性に焦点をあてて報告します。
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今回も3月号、4月号に続いてマイクロストリップライン（MS）を使ったオフセット1/4λBPFフィルタを紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

マイクロストリップライン（3）

月刊B-maga2025年5月号掲載

ケーブルテレビ局の技術者は、プラ
イマリIP電話やインターネットなどミッ
ションクリティカルな双方向アプリケー
ションに加え、コミュニティチャンネル（コ
ミチャン）放送のためのデジタル放送機
器の安定動作に目を光らせています。

今回は、マイクロストリップライン
（MS）を使ったオフセット1/4λBPFフィ
ルタを紹介します。

BS-IF周波数が3.2GHzまで上がりま
した。この周波数で多用されるのがマイ
クロストリップラインです。設計は無料で
使用できるQUCS（Quite universal 
circuit simulator）ソフトを利用します。

前回と同様に1200MHzのBPF（バン
ドパスフィルタ）を設計し、銅テープで試
作して特性を測定します。1/4λのマイ
クロストリップラインを設計するために与
えるデータを図１に示します。1/4λのマ
イクロストリップラインを設計するために、
基板パラメータと周波数、インピーダン
スZ、電気角90°（1/4λだから360°/4
で計算）を与えると物理パラメータW

（幅）とL（長さ）得られます。
図2は設計パラメータをもとにフィル

タ特性をシミュレートしたものです。周波
数通過特性S21（ｄB）を右上に表示さ
せています。左上は設計したパラメータ

で、MS３とMS9で1/4λになりま
す。MS9の長さ分がオフセットさ

れています。MS６は明示的にオープン
であることを示します。MS7、8は50Ω
のマイクロストリップ伝送路なので、長さ
は特性に関係ないため適当な長さを指
定しました。基板材料は中央下に示し
ます。P1、P2は50Ωインピーダンスの
電源です。これらの設計パラメータで
フィルタを試作したのが図３です。銅箔
テープをカッターナイフで切断し、厚さ
1.6mmの片面プリント基板に貼り付け
ました。

図4は50Ω系のトラッキングジェネ
レータ付スペクトラムアナライザで測定
した周波数特性です。帯域内損失5dB
です。傾向としてシミュレータ結果と同じ
になりました。

企業向け有料設計ソフトし
か無かったマイクロストリップラ
イン設計に、無料のQUCSで
設計とシミュレーションが使え
ることがわかりました。試作は
手張りの銅テープでも目安に
なることを示すことができたと
思います。

図1：マイクロストリップ設計数値 図3：試作したBPF

図2：シミュレータ結果 図4：測定した周波数特性


